
様式４－４ 

事業概略書 

事 業 名 障害児入所施設におけるてんかん患者の診療体制に関する調査 

事 業 目 的 

 てんかんは有病率 0.8%と頻度の高い疾患だが、診療可能な医療機関や専

門医数が限られており、また、多分野における連携を要するものである。 

 一方、障害児入所施設における知的障害者においては、てんかんの合併

率が高いにもかかわらず、専門的なてんかん診療を十分に受けられていな

い可能性が指摘されている。 

 以上より、本調査では障害児入所施設におけるてんかん診療について調

査を行い、てんかんの合併率、診療体制、投薬内容、及び診療拠点機関と

の連携に関する実態を把握することにより、てんかん診療における課題を

浮き彫りにし、その課題解決に資する分析・考察を行った。 

事 業 概 要 

 全国約 500 の障害児入所施設全件を対象にアンケート調査を実施し、て

んかん者数や、てんかん診療における課題、てんかん診療拠点病院との連

携状況などを把握した。 

 また、アンケートの回答があった障害児入所施設のうち計 10 件、てんか

ん診療拠点病院のうち計 4 件に対してヒアリングを実施し、てんかん者の

状況や、てんかん診療における課題、てんかん診療拠点病院との連携状況

の詳細を把握した。 

 上記の調査結果を踏まえ、てんかん診療の課題を抽出し、その課題解決

のための提言を行った。 

事業実施結果 

及び効果 

 障害児入所施設におけるてんかん患者の診療体制については、通院負担

が大きいこと、受診の際に身体症状を適切に伝えるのが難しいこと、緊急

時対応に苦慮していること、医療機関同士での連携体制ができていないケ

ースがあること、投薬についてポリファーマシーの懸念があること、十分

な検査ができていないケースがあること、てんかんについて学ぶ機会がな

いこと、などが課題として挙げられた。 

 これらの課題解決に向けたアプローチとしては、てんかん診療における

連携体制の改善や、オンライン/WEB 媒体の活用などが想定される。 
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 （注） 

１ 本様式の作成にあたっては、厚生労働省ホームページに掲載するため、一般に公開することを想定し、分

かりやすい表現に努めること。 

 ２ 本様式は、事業の概略をまとめるために作成するものであり、別途実施した事業についての成果物を必ず

提出すること。 

 ３ 「事業目的」､「事業概要」、「事業実施結果及び効果」について、それぞれ２５０字程度で簡潔に記入す

ること。 

  


